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(57)【要約】
　長期間にわたって収集された人間の画像から導出され
た身体寸法、身体寸法の変化、またはその両方に基づい
て健康監視するための方法およびシステムが本明細書に
提示される。別のさらなる態様では、人間のユーザの健
康状態をさらに調査するために医療従事者に警告が送信
される。一態様では、複数の画像それぞれの識別可能な
基準寸法の既知の値に基づいて身体寸法が推定される。
幾つかの実施例では、画像中の顔特徴間の距離が、その
画像に関連する測定された瞳孔間距離について正規化さ
れる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポータブル型画像ベース医療診断システムであって、
　人間ユーザの複数の画像を撮像するように構成された撮像装置と、
　上記複数の画像それぞれにおいて識別可能な基準寸法の既知の値に少なくとも部分的に
基づいて、上記複数の画像それぞれに関連する上記人間ユーザの１以上の寸法を推定し、
かつ、上記１以上の寸法または上記１以上の寸法における変化が潜在的な医療緊急事態を
示す所定の閾値を超えるかどうかを判定するように構成されたプロセッサと、
　上記１以上の寸法または上記１以上の寸法における変化が上記所定の閾値を超えると、
外部のエンティティに警告メッセージを通信するように構成された通信インターフェース
と、を備えるポータブル型画像ベース医療診断システム。
【請求項２】
　上記複数の画像それぞれの取得時間、及び、上記複数の画像それぞれに関連付けられた
上記１以上の寸法を記憶するように構成されたメモリをさらに備える、請求項１に記載の
ポータブル型画像ベース医療診断システム。
【請求項３】
　上記撮像装置、上記プロセッサ、および上記メモリは、ポータブル演算システムの一部
として統合される、請求項２に記載のポータブル型画像ベース医療診断システム。
【請求項４】
　上記プロセッサ及び上記メモリは、上記撮像装置とは別個のネットワークベースの演算
システムの一部として統合される、請求項２に記載のポータブル型画像ベース医療診断シ
ステム。
【請求項５】
　上記撮像装置は２次元撮像装置である、請求項１に記載のポータブル型画像ベース医療
診断システム。
【請求項６】
　上記撮像装置は３次元撮像装置である、請求項１に記載のポータブル型画像ベース医療
診断システム。
【請求項７】
　上記複数の画像は、長期間にわたって複数の時点で収集される、請求項１に記載のポー
タブル型画像ベース医療診断システム。
【請求項８】
　上記長期間は１年を超える、請求項７に記載のポータブル型画像ベース医療診断システ
ム。
【請求項９】
　上記複数の画像それぞれに関連付けられた上記１以上の寸法の推定は、それぞれの画像
内に位置する一組の基準特徴間の画素数の決定と、上記一組の基準特徴間の既知の距離お
よび決定された上記画素数に基づくスケーリング係数の推定を含む、請求項１に記載のポ
ータブル型画像ベース医療診断システム。
【請求項１０】
　上記一組の基準特徴は、人間のユーザの瞳孔を含む、請求項９に記載のポータブル型画
像ベース医療診断システム。
【請求項１１】
　人間の複数の画像を撮像する工程と、
　上記複数の画像それぞれにおいて識別可能な基準寸法の既知の値に少なくとも部分的に
基づいて、上記複数の画像それぞれに関連する上記人間の１以上の寸法を推定する工程と
、
　上記１以上の寸法または上記１以上の寸法における変化が潜在的な医療緊急事態を示す
所定の閾値を超えるかどうかを判定する工程と、
　上記１以上の寸法または上記１以上の寸法における変化が上記所定の閾値を超えると、
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外部のエンティティに警告メッセージを通信する工程と、を含む方法。
【請求項１２】
　上記複数の画像それぞれの取得時間、及び、上記複数の画像それぞれに関連付けられた
上記１以上の寸法を記憶する工程をさらに含む、請求項１１記載の方法。
【請求項１３】
　上記複数の画像はそれぞれ２次元画像である、請求項１１記載の方法。
【請求項１４】
　上記複数の画像はそれぞれ３次元画像である、請求項１１記載の方法。
【請求項１５】
　上記複数の画像は、長期間にわたって複数の時点で収集される、請求項１１記載の方法
。
【請求項１６】
　上記長期間は１年を超える、請求項１１記載の方法。
【請求項１７】
　上記複数の画像それぞれに関連付けられた上記１以上の寸法の推定は、それぞれの画像
内に位置する一組の基準特徴間の画素数の決定と、上記一組の基準特徴間の既知の距離お
よび決定された上記画素数に基づくスケーリング係数の推定を含む、請求項１１記載の方
法。
【請求項１８】
　上記一組の基準特徴は、人間の瞳孔を含む、請求項１１記載の方法。
【請求項１９】
　ポータブル型画像ベース医療診断システムであって、
　人間ユーザの複数の画像を撮像するように構成された撮像装置と、
　プロセッサに読み取られたときに、上記プロセッサに以下の動作を実行させる指示を記
録する、非一時的なコンピュータ読み取り可能な媒体と、
　　上記動作は、上記複数の画像それぞれにおいて識別可能な基準寸法の既知の値に少な
くとも部分的に基づいて、上記複数の画像それぞれに関連する上記人間ユーザの１以上の
寸法を推定し、上記１以上の寸法または上記１以上の寸法における変化が潜在的な医療緊
急事態を示す所定の閾値を超えるかどうかを判定するものであり、
　上記１以上の寸法または上記１以上の寸法における変化が上記所定の閾値を超えると、
外部のエンティティに警告メッセージを通信するように構成された通信インターフェース
と、を備えるポータブル型画像ベース医療診断システム。
【請求項２０】
　上記撮像装置、上記プロセッサ、および上記メモリは、ポータブル演算システムの一部
として統合される、請求項１９に記載のポータブル型画像ベース医療診断システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　記載された実施形態は、経時的に収集された画像に基づく疾患の診断に関する。
【背景技術】
【０００２】
　多くの疾患や健康状態が顔面寸法の変化を引き起こす。例えば、脳および脳神経腫瘍、
クッシング病、先端巨大症、ある種の脳卒中または脳感染などに罹患した人は、時間の経
過に伴って顔面寸法の有意な変化を示す。ステロイド、アヘン剤などの化学物質による薬
物乱用も、時間の経過に伴って顔面寸法に有意な変化を引き起こす。ある例では、毎年２
５０，０００人以上が新たに脳腫瘍に関連した病状と診断されている。脳腫瘍の病態によ
っては、診断までの期間が最長で７年に及ぶものもある。したがって、脳腫瘍の病態はし
ばしば数年間診断されないままである。開始から診断までの長い介在期間はしばしば治療
選択肢を制限し、有効性を低下させ、全体的な治療費を劇的に増加させる。さらに、腫瘍
を除去するために治療された患者は、高価で、時間がかかり、ストレスの多い血液および
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画像（例えば、磁気共鳴画像法）検査により、疾患の再発を監視される。
【０００３】
　日々の医療行為において顔面寸法を少しでも考慮する場合、典型的には、顔面寸法は患
者の来院時に医師により視覚的に検査される。目で見える顔面の歪みは、医学的診断の手
がかりの１つとして医師に採用されうる。しかしながら、医学的診断の一環として、医師
が顔面寸法を測定し、顔面寸法の測定値の経時的変化を追跡することは一般的ではない。
通常は遡及的なデータを入手できないため、医師は、医学的診断の一環として顔面寸法の
正確な測定および追跡を採用しない。顔面寸法の小さな変化は、通常の臨床環境では医師
に気づかれない。その結果、疾患の発症後に有意な期間が経過するまで疾患の先行指標は
無視されることが多い。
【０００４】
　患者の健康監視システムの改善が望まれる。特に、医療診断のための画像収集および画
像分析の改善が望まれる。
【発明の概要】
【０００５】
　長期間にわたって収集された人間の画像から導出された身体寸法、身体寸法の変化、ま
たはその両方に基づいて健康監視するための方法およびシステムが本明細書に提示される
。
【０００６】
　一態様では、画像ベース医療診断システムは、人間のユーザに利用可能な１以上の画像
収集装置に通信可能に結合される。１以上の画像収集装置は、身体の画像を撮像する。収
集された画像は、記憶され、分析される。
【０００７】
　さらなる態様では、人間のユーザの身体の画像がかなりの期間にわたって定期的に収集
される（例えば、数年間にわたって月に少なくとも１回）。いくつかの実施形態では、画
像ベース医療診断システムは、顔面寸法および顔面寸法の経時的な変化を正確に測定し、
任意の測定された寸法、顔面寸法の変化、またはその両方が医学的に有意な状態の発症ま
たは再発（例えば、疾患、腫瘍などの発症または再発）を示す１以上の閾値を超えたかど
うかを識別する。１以上の寸法は、複数の画像それぞれの識別可能な基準寸法の既知の値
に少なくとも部分的に基づいて推定される。
【０００８】
　いくつかの実施形態では、画像ベースの医療診断ツール（ＩＢＭＤＴ）が各画像内に位
置する瞳孔間の画素数（すなわち、瞳孔間距離）を決定する。瞳間の既知の距離と決定さ
れた画素数に基づいて、ＩＢＭＤＴは、各画像の画素あたりの実際の距離を関連付けるス
ケーリング係数（scaling factor）を推定する。さらに、ＩＢＭＤＴは、各画像内に位置
する選択された顔特徴間の画素数と、各画像に関連するスケーリング係数とに基づいて、
選択された顔特徴間の実際の距離を推定する。
【０００９】
　このようにして、画像内の任意の選択された顔の特徴間の距離は、その画像に関連する
測定された瞳孔間距離（ＩＰＤ）に対して正規化（標準化）される。実際のＩＰＤは既知
であるので、任意の選択された顔の特徴間の距離も決定される。
【００１０】
　別のさらなる態様では、画像ベース医療診断システムは、異常な身体寸法、身体寸法の
変化、またはその両方を示す警告を（例えば、人間のユーザ、資格のある医療従事者など
に）伝達する。このようにして、画像ベース医学的診断システムは、人間ユーザの病状を
さらに調査するよう医療専門家に促す。
【００１１】
　上記は概要であり、したがって、必要に応じて、詳細の単純化、一般化、および省略を
含み、その結果、当業者は、概要が例示的なものにすぎず、決して限定的なものではない
ことを理解するであろう。本明細書に記載される装置および／またはプロセスの他の態様
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、発明の特徴、および利点は、本明細書に記載される非限定的な詳細な説明において明ら
かになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】少なくとも１つの態様における、１以上の撮像装置１０２および画像ベース診断
ツール（ＩＢＭＤＴ）１０１を含む、画像ベース医療診断システム（ＩＢＭＤＳ）１００
の一実施形態を示す図である。
【図２】例示的な顔画像１６０と、ＩＢＭＤＳによって測定された関心のある寸法とを示
す図である。
【図３】数年にわたって収集された顔画像を含む顔レコード１５１～１５６を記憶するメ
モリ１３１を示す図である。
【図４】本明細書で例示する健康監視および通信ゲートウェイ機能を実施する方法２００
を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　ここで、背景例および本発明のいくつかの実施形態を詳細に参照し、その例を添付の図
面に示す。
【００１４】
　長期間にわたって収集された人間の画像から導出された身体寸法、身体寸法の変化、ま
たはその両方に基づいて健康監視を実施するための方法およびシステムが本明細書に提示
される。
【００１５】
　一態様では、画像ベース医療診断システムが人間のユーザに利用可能な１以上の画像収
集装置に通信可能に接続される。いくつかの実施例では、１以上の画像収集装置が顔の画
像を取り込む。収集された画像は、記憶および分析のために画像ベース医療診断システム
に送信される。
【００１６】
　図１は、１以上の撮像装置１０２および画像ベース診断ツール（ＩＢＭＤＴ）１０１を
含む画像ベース医療診断システム（ＩＢＭＤＳ）１００の一実施形態を示す図である。図
１に示す実施形態では、撮像装置１０２が人間のユーザ１０７の顔の画像を収集する。画
像１０３はＩＢＭＤＴ１０１に通信される。
【００１７】
　図１に示すように、ＩＢＭＤＴ１０１は、プロセッサ１２０と、メモリ１３０と、バス
１４０と、無線通信トランシーバ１５０とを含む。プロセッサ１２０、メモリ１３０、お
よび無線通信トランシーバ１５０は、バス１４０を介して通信するように構成される。
【００１８】
　図１に示すように、ＩＢＭＤＴ１０１は、撮像装置１０２から画像１０３を受け取るよ
うに構成されている。本明細書で説明するように、メモリ１３０は、プロセッサ１２０に
より実行されるときに、画像ベースの医療診断機能をプロセッサ１２０に実行させるプロ
グラムコードを保存する複数のメモリ１３２も含む。また、メモリ１３０は、ＩＢＭＤＴ
１０１によって画像１０３から抽出された測定データを保存する複数のメモリ１３１を含
む。
【００１９】
　いくつかの実施形態では、人間のユーザの顔の画像がかなりの期間にわたって定期的に
収集される（例えば、数年間にわたって月に少なくとも１回）。画像ベース医療診断シス
テムは、顔の寸法および顔の寸法の経時変化を正確に測定する。画像ベース医療診断シス
テムはまた、任意の測定された顔面寸法、顔面寸法の変化、またはその両方が医学的に有
意な状態の発症または再発（例えば、疾患、腫瘍などの発症または再発）を示す１以上の
閾値を超えたかどうかを識別する。１以上の寸法は、複数の画像それぞれにおける識別可
能な基準寸法の既知の値に少なくとも部分的に基づいて推定される。
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【００２０】
　図１に示す実施形態では、ＩＢＭＤＴ１０１は、有線通信リンクによって撮像装置１０
２に通信可能に接続されている。ＩＢＭＤＴ１０１は、画像１０３を受け取り、収集され
た画像から顔面寸法を抽出する。図２は、例示的な画像１６０を示す。一例では、ＩＢＭ
ＤＴ１０１は、瞳孔間距離（ＩＰＤ）、下側顔高さ（ＬＦＨ）、および耳間距離（ＥＥ）
に関連する距離を抽出する。
【００２１】
　一般に、ユーザの顔に関して各画像は異なる角度および距離で撮像されうるため、画像
画素数と、例えば画像１０３内にて撮像された物理的点間の実際の距離との関係は変化す
る。しかしながら、瞳孔間距離は、成人の生涯にわたってほぼ一定のままである。
【００２２】
　一態様では、ＩＢＭＤＴ１０１が各画像１０３内に位置する瞳孔間の画素数（すなわち
、瞳孔間距離）を決定する。ＩＢＭＤＴ１０１は、瞳間の既知の距離と決定された画素数
とに基づいて、各画像１０３内の画素当たりの実際の距離を関連付けるスケーリング係数
を推定する。さらに、ＩＢＭＤＴ１０１は、各画像１０３内に位置する選択された顔面の
特徴間の画素数および各画像１０３に関連するスケーリング係数に基づいて、選択された
顔面の特徴間の実際の距離を推定する。
【００２３】
　このようにして、画像内の任意の選択された顔の特徴間の距離は、その画像に関連する
測定された瞳孔間距離（ＩＰＤ）に対して正規化される。実際のＩＰＤは既知であるので
、任意の選択された顔の特徴間の距離も決定される。
【００２４】
　顔画像における好ましい基準寸法としてＩＰＤが上述されているが、一般に、人間の顔
面の画像に取り込まれた任意の安定した顔面寸法、またはマーキングのセットが、この特
許文献において基準寸法として意図されうる。耳から耳までの距離およびＬＦＨのような
顔面寸法が図２を参照して説明されているが、一般に、任意の適切な寸法がＩＢＭＤＴ１
０１によって推定されてもよく、任意の適切な安定した身体の寸法が基準寸法として採用
されうる。
【００２５】
　さらに、顔画像、顔面寸法、および顔の基準寸法を参照して画像ベース医療診断システ
ムの動作が説明されているが、一般に、本明細書に記載される画像ベース医療診断システ
ムは、既知の値を有する基準寸法が考慮中の各画像内で識別可能であるという条件で、任
意の適切な身体寸法を追跡するために、人体の任意の部分の画像に基づいて動作すること
ができる。
【００２６】
　一般に、ＩＢＭＤＴ１０１は、任意の適切な通信リンク（例えば、有線または無線通信
リンク）によって１以上の撮像装置１０２に通信可能に接続される。いくつかの実施例で
は、ＩＢＭＤＴ１０１および撮像装置１０２が任意の適切な無線通信プロトコル（実施例
えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＷｉＦｉ（登録商標）、ＺｉｇＢｅｅ（登録商
標）、任意のセルラーネットワーク・ベースのプロトコル、または他の通信ネットワーク
）に準拠して動作する無線通信リンクによって通信可能に接続される。いくつかの他の実
施例では、ＩＢＭＤＴ１０１および撮像装置１０２が任意の適切な有線通信プロトコル（
たとえば、シリアル・データ・リンク、イーサネット（登録商標）など）に準拠して動作
する有線通信リンクと通信可能に接続される。
【００２７】
　一例では、ＩＢＭＤＴ１０１は、スマートフォン、タブレット演算システムなどのポー
タブル型演算デバイスの一部として実装される。これらの例の多くでは、ポータブル演算
デバイスは、ＩＢＭＤＴ１０１の機能を実施する演算システムと撮像装置１０２とを統合
する。他の実施例では、ポータブル演算デバイスおよび収集された画像は、ＩＢＭＤＴ１
０１から通信される信号１０６を介して外部演算システム（例えば、外部サーバ、クラウ
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ド・ベースの演算システムなど）にアップロードされる。これらの例のいくつかでは、信
号１０６が無線通信リンク（例えば、図１に示す無線トランシーバ１５０を介して）また
は有線通信リンク（例えば、ポータブル演算デバイスと通信ネットワーク（例えば、イン
ターネットなど）との間の有線接続を介して）を介して通信される。
【００２８】
　一般に、撮像装置１０２は、ユーザ１０７が顔画像を収集するために使用することが可
能な任意の適切な撮像装置を含む。いくつかの実施例では、撮像装置１０２は、ユーザ１
０７の顔の２次元画像を収集する。これらの例では、撮像装置１０２は、２次元撮像素子
（例えば、電荷結合素子、シリコン素子上の相補型金属酸化物など）を含む。
【００２９】
　これらの例のいくつかでは、ＩＢＭＤＴ１０１は、人間の顔に対して異なる角度から撮
像装置１０２によって収集された一連の画像に基づいて、人間の顔の３次元モデルを生成
する。選択された顔の特徴間の距離は、３次元モデルに基づいてＩＢＭＤＴ１０１によっ
て決定される。前述したように、３次元モデル内の任意の選択された点間の距離はその３
次元モデルに関連する基準距離（例えば、測定されたＩＰＤ）に関して正規化される。実
際のＩＰＤは既知であるので、任意の選択された顔の特徴間の距離も決定される。
【００３０】
　これらの実施例のいくつかでは、撮像装置１０２は、走査レーザーベースの撮像装置な
どの三次元撮像装置である。一実施形態では、撮像装置１０２は、カリフォルニア州サン
フランシスコのＯｃｃｉｐｉｔａｌ、Ｉｎｃ．（米国）によって製造された「構造センサ
」である。他の実施形態では、撮像装置１０２は、ＬＩＤＡＲベースのセンサである。こ
れらの実施形態では、撮像装置１０２は、ＩＢＭＤＴ１０１に通信する画像データ１０３
の三次元点群を生成する。これらの実施形態では、３次元撮像装置１０２は、ｉＰｈｏｎ
ｅＸ（登録商標）のようなＡｐｐｌｅ Ｉｎｃにより製造されたポータブル演算デバイス
に一体化される、Ａｐｐｌｅ Ｉｎｃ、Ｃｕｐｅｒｔｉｎｏ、Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ（米
国）により製造されるＴｒｕｅＤｅｐｔｈ（登録商標）カメラシステムのような三次元カ
メラシステムである。
【００３１】
　一実施形態では、スマートフォン、タブレット・コンピュータなどのポータブル演算デ
バイスは、３次元撮像装置から収集された３次元画像１０３に基づいて、図１に関して説
明したようなＩＢＭＤＴ機能を実装する。
【００３２】
　別の態様では、ＩＢＭＤシステム１００は、顔画像を収集し、実質的に長期間にわたる
複数の時点で顔面寸法を推定する。いくつかの実施例では、顔画像が収集され、顔面寸法
が一年の期間にわたって、１日、１週間、または１ヶ月当たり１回または複数回推定され
る。図３は、メモリ１３１の図を示す。図３に示すように、メモリ１３１は、数年にわた
って収集された顔画像、画像取得時間、および推定された顔面寸法を含む顔レコード１５
１～１５６を保存する。
【００３３】
　別のさらなる態様では、画像ベース医療診断システムは、異常な顔面寸法、顔面寸法の
変化、またはその両方を示す警告を（例えば、人間のユーザ、資格のある医療従事者など
に）伝達する。このようにして、画像に基づく医学的診断システムは、人間ユーザの病状
をさらに調査するよう医療専門家に促す。
【００３４】
　図１に示すように、プロセッサ１２０は、撮像装置１０２によって生成されたデジタル
画像を処理し、推定された顔面寸法または顔面寸法の変化のうちの１つまたは複数が１以
上の所定の閾値を超える場合に警告を発するように構成される。一例では、測定された顔
面寸法が所定の閾値だけ平均顔面寸法（例えば、平均ＬＦＨ、平均ＥＥなど）と異なる場
合、警告が伝達される。別の実施例では、プロセッサ１２０は、切迫した、または進行中
の医療健康上の緊急事態を示す可能性がある異常を検出するために、撮像装置１０２によ



(8) JP 2021-520982 A 2021.8.26

10

20

30

40

50

って生成されたデジタル画像を処理するように構成される。このような異常が検出された
場合、プロセッサ１２０は、医療問題に対処することが可能なエンティティに警報メッセ
ージ１０５を（例えば、ポータブル演算デバイスのスピーカーを介して聴覚的に、ポータ
ブル演算デバイスのディスプレイを介して視覚的に、インターネットなどを介して）通信
する。一例では、プロセッサ１２０は、デジタル画像１０３を受信し、脳腫瘍を示すＥＥ
距離の異常な変化を推定する。この実施例では、プロセッサ１２０は、人間のユーザ１０
７の医療に関連する医師に通信される警告メッセージ１０５を生成する。例えば、ＩＢＭ
ＤＴ１０１は、医療緊急事態の性質を示す電子メール、テキスト、または電話メッセージ
を医師、近親者などに送信することができる。
【００３５】
　いくつかの実施例では、ＩＢＭＤＳ１００は、治療後の腫瘍の発症または再発を示す、
人間のユーザの特徴の寸法（例えば、顔面寸法）の変化を識別する。一部の例では、ホル
モン活性のある下垂体腫瘍（成長ホルモンを分泌する腺腫など）がヒトの顔の形状に特徴
的な変化（クッシングの満月様顔貌や先端巨大症など）を引き起こす。典型的には、これ
らの腫瘍は、非常に小さく（例えば、直径３～５ｍｍ）、下垂体に存在する。こういった
理由により、これらの腫瘍はしばしば完全な検出および切除が困難である。多くの場合、
手術により治療された患者は、顔面の変化の初期の反転を見る。しかしながら、症状がゆ
っくりと再発する場合もある。これは、数年の期間にわたって起こり得る。これらの例で
は、ＩＢＭＤＳ１００は、本明細書で説明する方法およびシステムに従って測定された顔
面寸法の変化に基づいて、腫瘍再発の初期症状を識別することができる。このようにして
、頻回のフォローアップ受診および検査によって誘発される患者の不安、及びこれらの受
診に関連する時間および費用は回避される。
【００３６】
　いくつかの他の実施例では、ＩＢＭＤＳ１００は、心不全を示す人間のユーザの特徴の
寸法（例えば、顔面寸法）の変化を識別する。心不全の危険性の増大を示す、ＩＢＭＤＳ
１００によって測定された特徴の例には、耳たぶ上の対角線の折り目の寸法、すなわち、
フランク徴候、まぶた上に現れる黄色腫、虹彩の外側の周りの灰色の輪、別名、老人環(a
rcus senilis)が含まれる。
【００３７】
　別のさらなる態様では、ＩＢＭＤＴ１０１は、関係するエンティティ（例えば、人間ユ
ーザ１０７、人間ユーザ１０７の医療に関連する医療専門家など）からクエリ１０４を受
信する。クエリ１０４に応答して、ＩＢＭＤＴ１０１は、推定顔面寸法、経時変化、また
はその両方を含む、人体の健康状態の表示１０５を要求元のエンティティに通信する。
【００３８】
　いくつかの実施例では、ＩＢＭＤＳ１００は、スマートフォン、タブレット演算システ
ムなどのポータブル演算デバイスの一部として実装される。これらの例のいくつかでは、
ＩＢＭＤＳ１００は、人間ユーザ１０７の身体の所望の部分（例えば、人間ユーザ１０７
の顔）がポータブル演算システムの撮像装置１０２の視野内にあるときに、人間ユーザ１
０７の画像を自動的に撮像するように構成される。例えば、人間のユーザ１０７が任意の
目的（例えば、ソフトウェアアプリケーションとの対話、電話番号のダイヤル、テキスト
メッセージの作成または読み取りなど）のためにポータブル演算デバイスと視覚的に関わ
るとき、ＩＢＭＤＳ１００は、人間のユーザ１０７の顔の画像を収集し、基準特徴（例え
ば、ＩＰＤ）および任意の所望の特徴（例えば、ＬＦＨ、ＥＥなど）が収集された画像に
存在するかどうかを識別し、１以上の基準特徴および１以上の所望の特徴を含む画像を格
納するように構成される。いくつかの他の実施例では、ＩＢＭＤＳ１００は、人間のユー
ザ１０７の身体の所望の部分がポータブル演算システムの撮像装置の視野内にあるように
、ポータブル演算デバイスの位置を突き止めるように人間のユーザ１０７に促す。ＩＢＭ
ＤＳ１００はまた、人間のユーザ１０７に、人間のユーザ１０７の１以上の画像を収集す
るようにポータブル演算デバイスに命令するよう催促する。いくつかの実施例では、ＩＢ
ＭＤＳ１００は、定期的に（たとえば、毎時、毎日など）１以上の画像を収集するように
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人間のユーザに促すことができる。他の実施例では、ＩＢＭＤＳ１００は、医療専門家か
らのクエリ１０４からの要求に応答して、人間のユーザに１以上の画像を収集するように
促すことができる。
【００３９】
　いくつかの実施例では、ＩＢＭＤＳ１００は、バーチャル・リアリティ・グーグルなど
の３次元（３Ｄ）ディスプレイ機能を統合するポータブル演算デバイスの一部として実装
される。これらの例では、３次元ディスプレイと一体化された撮像装置が人間のユーザ１
０７の顔の画像を取り込み、ＩＰＤ、瞳孔サイズなどの顔画像を推定する。これらの例の
うちの１つでは、３Ｄディスプレイシステムによって取り込まれた画像がＩＢＭＤＴ１０
１によって分析され、ＩＢＭＤＴ１０１は、測定された瞳孔サイズに基づいて、３Ｄディ
スプレイを装着する人間のユーザがてんかん発作を起こしているかどうかを判定する。
【００４０】
　図４は、本明細書で説明する健康監視および通信ゲートウェイ機能を実施する方法２０
０のフローチャートを示す。いくつかの実施形態では、ＩＢＭＤＳ１００は、図４に示す
方法２００に従って動作可能である。しかし、一般に、方法２００の実行は、図１を参照
して説明したＩＢＭＤＳ１００の実施形態に限定されない。多くの他の実施形態および動
作例が可能であるため、この例示および対応する説明は一例として提供される。
【００４１】
　ブロック２０１では、人間の複数の顔画像が撮像装置によって取り込まれる。
【００４２】
　ブロック２０２では、複数の画像のそれぞれに関連する人間の１以上の寸法が推定され
る。１以上の寸法は、複数の画像それぞれにおける識別可能な基準寸法の既知の値に少な
くとも部分的に基づいて推定される。
【００４３】
　ブロック２０３では、１以上の寸法、または１以上の寸法の変化が潜在的な医療緊急事
態を示す所定の閾値を超えるかどうかが判定される。
【００４４】
　ブロック２０４では、１以上の寸法、または１以上の寸法の変化が所定の閾値を超える
場合、警告メッセージが外部のエンティティに通信される。
【００４５】
　１以上の例示的な実施形態では、説明された機能がハードウェア、ソフトウェア、ファ
ームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実施される場
合、機能は、コンピュータ読み取り可能な媒体上の１以上の命令またはコードとして、媒
体上に記憶されてもよく、または媒体に送信されてもよい。コンピュータ読み取り可能媒
体は、コンピュータ記憶媒体と、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転
送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体との両方を含む。記憶媒体は、汎用又は特殊目
的のコンピュータによってアクセス可能な任意の利用可能な媒体とすることができる。限
定ではなく、例として、このようなコンピュータ読み取り可能媒体はＲＡＭ、ＲＯＭ、Ｅ
ＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭ又は他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶
装置又は他の磁気記憶装置、又は所望のプログラムコード手段を命令又はデータ構造の形
で持ち運んだり記憶したりするために使用することができ、汎用又は特殊目的のコンピュ
ータ、又は汎用又は特殊目的のプロセッサによってアクセスすることができる他の任意の
媒体を含むことができる。また、任意の接続は、コンピュータ読み取り可能な媒体と適切
に呼ばれる。例えば、ソフトウェアが同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア
、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤ
レス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される
場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線
、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用さ
れるディスクおよびディスクはコンパクトディスク（ＣＤ）、レーザディスク、光ディス
ク、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク、およびブル
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ーレイディスクを含み、ここで、ディスクは通常、磁気的にデータを再生し、ディスクは
、レーザで光学的にデータを再生する。上記の組み合わせは、コンピュータ読み取り可能
な媒体の範囲内にも含まれるべきである。
【００４６】
　特定の実施形態が、教示目的のために上記で説明されているが、この特許文書の教示は
一般的な適用可能性を有し、上記で説明された特定の実施形態に限定されない。したがっ
て、特許請求の範囲に記載された本発明の範囲から逸脱することなく、記載された実施形
態の様々な修正、適応、および様々な特徴の組み合わせを実施することができる。
【００４７】
　本特許出願は、２０１９年２月１６日に出願された「Methods And Systems For Image 
Collection And Dimensional Analysis For Medical Diagnoses」という発明の名称の米
国特許出願第１６／２７８，０７１号の優先権を主張する。米国特許出願第１６／２７８
，０７１号は、次いで、２０１８年２月１９日に出願された「Image Based Medical Diag
noses」という発明の名称の米国仮特許出願第６２／６３２，３２６号の３５Ｕ．Ｓ．Ｃ
§１１９に基づく優先権を主張する。両出願は、その全体が参照により本明細書に組み込
まれる。

【図１】 【図２】
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